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し
、
改
善
を
求
め
多
く
の
女
性

た
ち
が
声
を
上
げ
続
け
て
い

る
。
条
約
は
、
２
０
１
９
年
６

月
現
在
で
189
カ
国
が
締
約
国
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
条
約
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
１
９

９
９
年
に
女
性
差
別
撤
廃
条
約

選
択
議
定
書
（
以
下
「
選
択
議

定
書
」
）
が
採
択
さ
れ
、
締
約
国

の
う
ち
112
カ
国
が
批
准
し
て
い

る
が
、
日
本
は
ま
だ
批
准
し
て

い
な
い
。
個
人
通
報
制
度
と
調

査
制
度
を
内
容
と
す
る
選
択
議

定
書
は
、
女
性
の
人
権
保
障
の

「
国
際
基
準
」
と
し
て
、
条
約

の
実
効
性
確
保
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
日
本
で
も

選
択
議
定
書
を
批
准
し
個
人
通

報
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

性
別
に
よ
る
不
平
等
を
な
く
す

た
め
の
効
力
が
強
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
政
府
は
、
男
女

平
等
を
実
現
し
全
て
の
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
速
や
か
に
選
択
議
定

書
の
批
准
に
向
け
て
動
き
出
す

べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
市

議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
条
約
採
択
40
年
・
選
択
議

定
書
採
択
20
年
と
い
う
節
目
に

当
た
る
本
年
こ
そ
、
選
択
議
定

書
を
批
准
す
る
よ
う
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

大
な
事
務
手
続
、
望
ま
な
い
改

姓
に
よ
る
苦
痛
、
事
実
婚
に
よ

る
婚
姻
の
形
骸
化
、
非
婚
化
や

少
子
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
生
じ
て
い
る
。
法
的
根
拠
の

な
い
旧
姓
と
、
戸
籍
姓
と
の
煩

雑
な
使
い
分
け
は
、
管
理
・
事

務
側
で
の
手
間
と
コ
ス
ト
の
増

大
を
招
い
て
い
る
。
ま
た
、
通

称
併
記
に
よ
る
対
応
は
、
改
姓

し
た
側
の
婚
姻
状
態
を
知
ら
し

め
る
こ
と
に
な
り
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
に
も
つ
な
が
る
。
選
択

的
夫
婦
別
姓
は
、
一
部
の
少
数

派
の
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
既
に
結
婚
し
て
い
る
多
く

の
男
女
、
こ
れ
か
ら
結
婚
し
よ

う
と
す
る
全
て
の
人
に
か
か
わ

る
問
題
と
言
え
る
。
単
な
る
呼

び
名
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

個
人
の
尊
厳
、
人
権
に
か
か
わ

る
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
。
以

上
の
観
点
か
ら
、
婚
姻
制
度
の

形
骸
化
・
非
婚
化
・
少
子
化
な

ど
の
問
題
を
少
し
で
も
解
決
す

る
た
め
に
、
男
女
同
権
の
理
念

に
基
づ
く
選
択
的
夫
婦
別
姓
の

導
入
は
急
務
と
考
え
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
選
択
的
夫
婦
別

姓
の
導
入
を
強
く
求
め
る
。

◆

一
刻
も
早
い
女
性
差
別
撤
廃

条
約
選
択
議
定
書
の
批
准
を
求

め
る
意
見
書

　

国
連
で
１
９
７
９
年
に
、
女

性
差
別
撤
廃
条
約
（
以
下
「
条

約
」
）
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
40
年

が
た
ち
、
日
本
が
１
９
８
５
年

に
批
准
し
て
か
ら
来
年
で
35
年

に
な
る
が
、
性
別
に
よ
る
差
別

が
撤
廃
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た

い
状
況
で
あ
る
。
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
Ｄ
Ｖ
な
ど

の
性
暴
力
、
男
女
賃
金
格
差
や

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
上
の
問

題
、
さ
ら
に
は
大
学
入
試
で
の

差
別
的
扱
い
な
ど
日
本
社
会
の

男
女
間
の
不
平
等
な
扱
い
に
対

る
こ
と
が
こ
の
対
策
の
一
番
の

柱
」
と
強
調
し
て
い
る
。
高
齢

に
な
っ
て
難
聴
に
な
っ
て
も
生

活
の
質
を
維
持
し
、
向
上
さ

せ
、
毎
日
の
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
に
も
補
聴
器
の
さ
ら
な
る

普
及
が
必
要
と
考
え
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
、
政

府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
加
齢

性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
公
的
補
助
制
度
を
創
設
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

◆

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導

入
を
求
め
る
意
見
書

　

現
在
、
法
律
で
夫
婦
別
姓
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
日
本

だ
け
で
あ
る
。
諸
外
国
で
は
夫

婦
同
姓
、
別
姓
、
結
合
姓
な
ど

の
選
択
肢
が
設
け
ら
れ
て
い
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。
２
０
１

８
年
２
月
に
内
閣
府
が
公
表
し

た
世
論
調
査
に
お
い
て
、
夫
婦

同
姓
も
夫
婦
別
姓
も
選
べ
る

「
選
択
的
夫
婦
別
氏
（
姓
）
」
を

導
入
す
る
た
め
の
法
改
正
に
賛

成
・
容
認
と
答
え
た
国
民
は

66
・
９
％
と
な
り
、
反
対
の

29
・
３
％
を
大
き
く
上
回
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
年

代
別
に
見
る
と
、
多
く
の
人
が

初
婚
を
迎
え
る
30
歳
か
ら
39
歳

に
お
け
る
賛
成
・
容
認
の
割
合

は
84
・
４
％
に
上
る
。
ま
た
、

同
年
３
月
20
日
の
衆
議
院
法
務

委
員
会
に
お
い
て
、
夫
婦
同
姓

を
義
務
づ
け
て
い
る
国
は
、
世

界
で
た
だ
一
国
、
日
本
だ
け
で

あ
る
こ
と
を
法
務
省
が
答
弁
し

た
。
世
論
の
強
い
要
望
が
あ

り
、
ま
た
世
界
的
な
男
女
同
権

の
潮
流
に
反
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
在
で
も
我
が
国

で
は
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ

持
っ
た
姓
を
名
乗
り
続
け
る
こ

と
が
許
さ
れ
て
い
な
い
。
夫
婦

の
ど
ち
ら
か
が
改
姓
を
し
な
け

れ
ば
婚
姻
で
き
な
い
現
制
度
で

は
、
改
姓
に
伴
う
煩
雑
か
つ
膨

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

櫻
井　

正
治
氏
（
新
任
）

◆

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
補
助
を
求
め

る
意
見
書

　

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
加
齢

に
よ
る
難
聴
者
は
増
加
し
て
お

り
、
国
立
研
究
機
関
の
調
査
で

は
65
歳
以
上
の
半
数
が
難
聴
で

あ
る
と
い
う
推
計
も
あ
る
。
難

聴
に
な
る
と
家
庭
の
中
で
も
社

会
的
に
も
孤
立
し
や
す
く
人
と

接
す
る
機
会
が
減
り
ひ
き
こ
も

り
に
な
り
が
ち
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
り
、
認
知
症

や
鬱
の
原
因
に
も
な
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
難
聴
の
問
題
は
今

日
一
層
深
刻
な
高
齢
者
の
社
会

参
加
へ
の
壁
と
な
っ
て
お
り
、

生
き
づ
ら
さ
や
人
権
の
問
題
で

も
あ
る
。
た
と
え
難
聴
で
あ
っ

て
も
生
活
の
質
を
維
持
、
向
上

さ
せ
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
で
あ
る
。
日
本
の
難
聴
者
率

は
、
欧
米
諸
国
と
大
差
は
な
い

が
、
補
聴
器
使
用
率
は
欧
米
諸

国
と
比
べ
て
低
く
、
日
本
で
の

補
聴
器
の
普
及
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
補
聴
器
の
価
格

は
片
耳
当
た
り
お
お
む
ね
３
万

円
か
ら
20
万
円
と
高
額
で
、
保

険
適
用
で
は
な
い
た
め
全
額
自

費
と
な
り
、
購
入
を
諦
め
て
し

ま
う
高
齢
者
が
多
い
。
身
体
障

害
者
福
祉
法
第
４
条
に
規
定
す

る
身
体
障
が
い
者
で
あ
る
高

度
・
重
度
難
聴
の
場
合
は
、
補

装
具
費
支
給
制
度
に
よ
り
１
割

負
担
、
中
等
度
以
下
の
場
合
は

購
入
後
に
医
療
費
控
除
を
受
け

ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
対
象
者

は
わ
ず
か
で
、
約
９
割
は
自
費

で
購
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

特
に
低
所
得
の
高
齢
者
に
対
す

る
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
。
欧

米
で
は
難
聴
を
「
医
療
」
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
捉
え
公
的
補
助
制

度
が
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
は

「
障
が
い
者
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
し
か
捉
え
て
お
ら
ず
、
助
成

対
象
が
狭
め
ら
れ
、
公
的
補
助

も
お
く
れ
て
い
る
。
日
本
耳
鼻

科
学
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
も
「
補
聴
器
は
難
聴
が
進
行

し
て
か
ら
の
使
用
で
は
な
く
な

る
べ
く
早
く
補
聴
器
を
使
用
す

◆
令
和
元
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
18
億
994
万
６
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
739
億
９
千
326

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
歳
出
予

算
で
は
、
総
務
費
で
、
財
政
調

整
基
金
積
立
金
の
増
額
、
税
収

払
戻
金
及
び
還
付
加
算
金
の
増

額
、
民
生
費
で
、
健
康
福
祉
基

金
積
立
金
の
減
額
、
私
立
保
育

園
運
営
事
業
費
の
減
額
、
子
ど

も
・
子
育
て
基
金
積
立
金
の
計

上
、
衛
生
費
で
、
ふ
じ
み
衛
生

組
合
関
係
費
の
減
額
、
土
木
費

で
、
三
鷹
駅
前
デ
ッ
キ
等
維
持

管
理
費
の
増
額
、
牟
礼
地
区
生

活
道
路
緊
急
安
全
対
策
事
業
費

の
計
上
、
教
育
費
で
、
私
立
幼

稚
園
等
児
童
保
護
者
助
成
事
業

費
の
減
額
、
私
立
幼
稚
園
協
会

関
係
費
の
増
額
等
を
行
う
も
の

で
す
。
歳
入
予
算
で
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
臨
時
交
付
金

の
減
額
、
保
育
所
保
育
料
負
担

金
の
減
額
、
施
設
型
給
付
費
負

担
金
の
減
額
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
費
補
助
金
の
計

上
、
保
育
所
等
利
用
多
子
世
帯

負
担
軽
減
事
業
補
助
金
の
計

上
、
私
立
幼
稚
園
等
園
児
保
護

者
負
担
軽
減
事
業
費
補
助
金
の

基
準
名
を
改
め
る
と
と
も
に
、

放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
必

要
な
研
修
に
つ
い
て
、
政
令
指

定
都
市
が
行
う
研
修
を
加
え
る

ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

該
旧
氏
を
印
鑑
登
録
原
票
に
登

録
す
る
こ
と
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
消
防
団
員
の
欠
格
事
項
を

見
直
す
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
民
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
施
設
に
、
弓
道
場
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
場
及
び
会
議
室
を
新

設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
名

を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

使
用
料
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
子
ど
も
・
子
育
て
基

金
条
例

　

三
鷹
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指

し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
及
び

学
校
教
育
の
充
実
並
び
に
こ
れ

ら
を
支
え
る
人
材
の
確
保
と
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例

　

三
鷹
市
下
水
道
事
業
に
地
方

公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
を
適

用
す
る
た
め
に
、
下
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
住
民
基
本
台
帳
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
新
た
に
位
置
付
け

ら
れ
た
除
票
及
び
戸
籍
の
附
票

の
除
票
に
つ
い
て
保
存
及
び
写

し
の
交
付
を
す
る
こ
と
に
伴

い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
よ
る
印
鑑
登
録
証

明
事
務
処
理
要
領
の
改
正
に
よ

り
、
氏
に
変
更
が
あ
っ
た
者
の

住
民
票
に
旧
氏
の
記
載
が
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
氏
名
及
び
当

第
３
回
定
例
会

可

決

し

た

議

案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

人
　
事

決
　
議

意
見
書
（
要
旨
）

決
　
算

市民センター内に建設が進む
弓道場、アーチェリー場等

減
額
、
健
康
福
祉
基
金
と
り
く

ず
し
収
入
の
増
額
、
教
育
振
興

基
金
と
り
く
ず
し
収
入
の
増

額
、
子
ど
も
・
子
育
て
基
金
と

り
く
ず
し
収
入
の
計
上
等
を
行

う
も
の
で
す
。

◆
平
成
30
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

◆
平
成
30
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
30
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
30
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
30
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
30
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※
以
上
６
件
の
決
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
を
掲

載

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等

に
基
づ
く
事
業
の
運
営
及
び
設

備
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

一
部
改
正
等
に
伴
い
、
副
食
費

の
徴
収
免
除
対
象
者
を
内
閣
府

令
で
定
め
る
基
準
と
し
、
引
用

◇
天
皇
陛
下
御
即
位
「
賀
詞
」

　

天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま

し
て
は　

風
薫
る
よ
き
日
に

ご
即
位
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は

ま
こ
と
に
慶
賀
に
た
え
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す　

天
皇
皇
后

両
陛
下
の
ま
す
ま
す
の
御
清
祥

と　

令
和
の
御
代
の
末
永
き
弥

栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

こ
こ
に
三
鷹
市
議
会
は　

市
民

を
代
表
し
て　

謹
ん
で
慶
祝
の

意
を
表
し
ま
す


